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柔
道
と
は
何
か
と
問
わ
れ
る
な
ら
ば
、
精
力
善
用
・
自
他

共
栄
え

（
マ
マ
）の
道
だ
と
答
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
二
大
標

語
こ
そ
、
講
道
館
柔
道
の
創
始
者
で
あ
る
故
嘉
納
治
五
郎
先

生
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
強
調
さ
れ
た
柔
道
の
内
在
精
神
で

あ
り
、
こ
の
精
神
を
忘
れ
て
は
、
柔
道
の
真
の
修
業
は
あ
り

得
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
柔
道
の
修
業
に
よ
つ
て
、
身
体

を
鍛
錬
し
、
精
神
を
修
養
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
自
己
を
完
成

し
、
世
を
補
益
す
る
と
い
う
こ
と
に
尽
き
て
い
る
。（
会
田

彦
一
『
図
解
説
明
柔
道
講
座　

全
巻
』
研
文
書
院
出
版
部
、

昭
和
三
一
年
五
月
五
日
）

こ
れ
は
本
学
で
柔
道
を
長
年
教
授
し
た
会
田
彦
一
（
あ
い
だ
ひ

こ
い
ち
）
の
言
葉
で
あ
る
。
国
士
舘
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年

の
私
塾
創
立
よ
り
、
心
身
の
鍛
錬
・
精
神
修
養
に
武
道
の
科
目
を

開
講
し
、
特
に
剣
道
・
柔
道
・
弓
道
の
修
練
を
課
し
て
き
た
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
国
士
舘
専
門
学
校
が
開
設
す
る

が
、
柔
道
の
教
員
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
の
が
、
会
田
彦
一
で
あ

る
。

　
漆
畑
　
真
紀
子

会
田
　
彦
一

国
士
舘
を
支
え
た
人
々

会田彦一
（体育学部第 2期生卒業アルバム掲載）
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柔
道
は
今
や
世
界
中
で
競
技
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選

手
権
で
も
毎
試
合
賑
わ
い
を
み
せ
る
。
今
日
に
み
る
よ
う
な
柔
道

発
展
の
会
田
の
活
動
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

会
田
は
戦
前
か
ら
教
員
と
し
て
国
士
舘
柔
道
を
支
え
、
戦
後
の
武

道
禁
止
の
時
代
、
国
士
舘
激
動
の
時
代
も
学
園
に
寄
り
添
い
、
長

き
に
わ
た
り
国
士
舘
の
教
育
・
武
道
を
支
え
て
き
た
。
本
稿
で
は

会
田
彦
一
に
焦
点
を
当
て
る
。

会
田
彦
一
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
四
月
一
日
に
山
形

県
南
村
山
郡
東
沢
村
小
白
川
町
（
現
山
形
市
小
白
川
町
）
に
会
田

彦
太
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年

四
月
に
は
山
形
県
師
範
学
校
附
属
小
学
校
高
等
三
年
を
修
業
し
、

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
三
月
に
は
山
形
県
立
山
形
中
学
校
を

卒
業
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
会
田
の
幼
少
期
を
知
る
た
め
の

資
料
が
な
く
、
柔
道
を
始
め
る
き
っ
か
け
な
ど
の
経
緯
は
知
る
術

も
な
い
が
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
三
月
に
は
東
京
高
等
師
範

学
校
体
操
専
修
科
を
卒
業
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
三
月
に
同

校
の
研
究
科
を
卒
業
し
、
四
月
か
ら
同
校
嘱
託
と
し
て
勤
務
、

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
五
月
に
解
嘱
に
な
っ
て
い
る
。

同
年
六
月
に
は
会
田
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ
る
ロ
ン
ド
ン
武
道
会

（Budokw
ai

）
の
講
道
館
へ
の
正
式
な
招
請
を
受
け
、
師
で
あ
る

嘉
納
治
五
郎
の
撰
に
よ
り
海
外
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
年

夏
季
に
開
催
さ
れ
る
第
七
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会

に
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
委
員
と
し
て
出
席
す
る
嘉
納
に

伴
っ
て
渡
英
し
た
。
会
田
二
七
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
数
多
い
る

講
道
館
の
柔
道
家
ら
を
差
し
置
い
て
会
田
が
派
遣
さ
れ
た
背
景
に

は
、
嘉
納
か
ら
の
絶
大
な
る
信
頼
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
海
外

派
遣
の
目
的
は
、
欧
州
各
国
に
正
し
い
講
道
館
柔
道
を
普
及
さ
せ

る
こ
と
だ
っ
た
。
会
田
は
約
三
年
間
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
て
ロ
ン

ド
ン
武
道
会
を
中
心
に
数
百
人
に
柔
道
を
教
授
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
や
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
の
学
生
や
サ
ウ
サ
ン
プ

ト
ン
の
カ
ル
シ
ョ
ッ
ト
海
軍
飛
行
学
校
に
も
出
張
し
て
指
導
し

た
。
こ
の
時
の
こ
と
を
、
後
年
会
田
は
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い

る
。

紺
碧
の
空
に
浮
び
立
つ
巨
大
な
彫
刻
の
様
な
近
代
都
市
、
濃

霧
に
つ
ゝ
ま
れ
る
ロ
ン
ド
ン
の
姿
よ
り
も
、
文
化
的
な
生
活

様
式
の
印
象
よ
り
も
強
く
私
の
心
に
残
る
も
の
は
、
国
境
を

越
え
民
族
を
越
え
て
、
そ
の
心
と
心
を
魂
と
魂
と
を
柔
道
を

通
じ
て
結
び
得
た
思
出
で
あ
る
。（
中
略
）
私
は
嘉
納
先
生

の
知
己
に
感
激
し
、
一
切
の
虚
飾
と
阿
諛
を
排
し
、
自
分
の

真
心
と
技
術
の
限
り
を
尽
し
て
共
に
修
行
し
た
。（「
序
に
か

へ
て
」〔
会
田
彦
一
『
図
解
柔
道
』
日
本
柔
道
研
究
会
、
昭

和
三
一
年
九
月
一
〇
日
〕）
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イ
ギ
リ
ス
で
の
教
授
経
験
に
よ
り
自
信
を
得
た
会
田
は
、

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
、
ド
イ
ツ
に
も
柔
道
を
普
及
さ
せ
る

べ
く
ベ
ル
リ
ン
行
き
を
計
画
す
る
も
、
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
は
第
一

次
大
戦
の
痛
手
か
ら
排
他
的
で
、
外
国
人
の
入
国
の
許
可
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
警
察
学
校
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
柔

術
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
そ
の
普
及
に
努
め
た
。
翌
年
の
一
九
二
四

（
大
正
一
三
）
年
に
は
、
第
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
リ
大
会
で
レ

ス
リ
ン
グ
審
判
員
お
よ
び
レ
ス
リ
ン
グ
日
本
代
表
選
手
内
藤
克
俊

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
引
き
受
け
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
柔
道
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
と
し
て
登
録
さ
れ
る
の
は
、
一
九
六
四

〔
昭
和
三
九
〕
年
開
催
の
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
か

ら
で
あ
る
）。
当
時
の
日
本
で
は
レ
ス
リ
ン
グ
は
全
く
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
指
導
者
も
い
な
か
っ
た
が
、
会
田
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日

本
選
手
の
応
援
の
た
め
に
会
場
を
訪
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
内
藤

と
旧
知
の
仲
で
あ
り
、
さ
ら
に
会
田
が
当
時
柔
道
五
段
で
内
藤
の

練
習
相
手
に
も
最
適
と
の
こ
と
か
ら
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
依
頼
さ
れ

た
。
内
藤
は
も
と
も
と
講
道
館
柔
道
二
段
を
取
得
す
る
ほ
ど
柔
道

を
修
め
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
立
大
学
へ
留
学
し
、
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
入
部
す

る
と
、
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
昇
り
つ
め
、
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
。
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
駐
米
大
使

で
あ
っ
た
埴
原
正
直
か
ら
日
本
体
育
協
会
に
内
藤
を
レ
ス
リ
ン
グ

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
に
推
薦
す
る
手
紙
が
送
ら
れ
、
そ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
内
藤
が
日
本
選
手
代
表
に
選
ば
れ
た
の
で
あ

る
（
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
メ
モ
リ
ア
ル
グ
ッ
ズ
コ
ラ
ム　

三
上
孝
道
「
内
藤
克
俊
の
銅
メ
ダ
ル
～
レ
ス
リ
ン
グ
界
初
の
メ
ダ

ル

」〈http://w
w
w
.joc.or.jp/colum

n/O
lym
pic/

goods/20070426.htm
l

〉
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
五
年
一
二
月
二

日
）。
内
藤
は
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
第
三
位
の
成
績
を
収

め
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
こ
の
第
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
リ

大
会
に
お
け
る
日
本
代
表
選
手
の
メ
ダ
リ
ス
ト
は
唯
一
内
藤
の
み

で
あ
り
、
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
界
初
の
メ
ダ
ル
と
な
っ
た
。
内
藤
は

大
会
後
に
、
柔
道
と
レ
ス
リ
ン
グ
に
つ
い
て
「
日
本
で
は
柔
道
と

会田彦一と内藤克俊（『オリムピツク
みやげ―第八回巴里大会記念』掲載）
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レ
ス
リ
ン
グ
の
差
を
充
分
に
研
究
し
、
更
に
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
型

と
自
由
型
の
区
別
を
十
分
に
研
究
し
て
柔
道
家
始
め
多
く
の
人
が

是
を
行
ひ
、
次
回
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
大
会
に
は
フ
ル
チ
ー
ム

（
七
人
）
を
出
す
や
う
に
す
れ
ば
大
に
勝
算
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。

（
中
略
）
殊
に
キ
ヤ
ツ
チ
・
ア
ズ
・
キ
ヤ
ツ
チ
・
キ
ヤ
ン
は
、
グ

レ
コ
・
ロ
ー
マ
ン
に
比
し
、
日
本
柔
道
家
に
は
特
に
適
当
か
と
存

じ
ま
す
」（
内
藤
克
俊
「
キ
ヤ
ツ
チ
・
ア
ズ
・
キ
ヤ
ツ
チ
・
キ
ヤ

ン
は
柔
道
家
に
最
も
適
当
」〔『
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
み
や
げ
―
第
八
回

巴
里
大
会
記
念
』
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
大
正
一
三
年
一
〇
月
三
〇

日
〕）
と
分
析
し
な
が
ら
、
起
居
を
共
に
し
厳
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
重
ね
、
内
藤
を
最
後
ま
で
支
え
た
会
田
に
対
し
「
会
田
君
の

御
親
切
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
は
感
謝
せ
ず
に
居
れ
ま
せ
ん
」
と

感
謝
の
念
を
綴
っ
て
い
る
。

同
じ
く
会
田
も
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
受
け
て
、
柔
道
と

レ
ス
リ
ン
グ
の
違
い
を
詳
細
に
分
析
し
つ
つ
、
柔
道
の
世
界
発
展

の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

一
言
に
し
て
い
へ
ば
、
柔
道
は
通
常
着
に
て
の
真
剣
勝
負
よ

り
発
達
し
、
レ
ス
リ
ン
グ
は
全
然
裸
体
に
て
肉
と
肉
と
の
戦

ひ
で
あ
り
、
然
も
一
定
の
形
に
よ
つ
て
発
達
し
た
る
ゲ
ー
ム

と
存
ぜ
ら
れ
候
（
中
略
）
柔
道
と
レ
ス
リ
ン
グ
と
は
そ
の
出

発
主
眼
が
相
違
致
し
居
り
候
た
め
そ
の
優
劣
等
は
全
然
い
は

ざ
る
を
可
と
存
じ
候
。
只
吾
人
の
柔
道
を
基
礎
と
し
て
こ
れ

を
研
究
せ
ば
、
必
ず
こ
の
国
際
競
技
に
出
場
し
て
も
優
秀
な

る
成
績
を
得
ら
る
べ
し
と
は
前
に
も
申
し
た
る
如
く
に
御
座

候
。
又
柔
道
の
世
界
的
発
展
も
こ
れ
等
を
同
化
し
て
初
め
て

望
む
べ
き
も
の
ゝ
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
申
候
。
吾
々
柔
道
の
真

の
修
業
者
は
、
如
何
な
る
場
合
何
者
に
遭
遇
致
し
候
も
飽
迄

平
静
、
変
に
応
じ
て
最
善
の
方
法
手
段
を
講
じ
善
進
出
来
る

丈
け
の
覚
悟
と
修
業
と
が
必
要
と
す
る
以
上
、
柔
道
の
健
全

な
る
発
達
進
歩
は
此
の
意
味
に
於
て
深
く
レ
ス
リ
ン
グ
を
研

究
し
て
初
め
て
達
せ
ら
る
も
の
と
感
ぜ
ら
れ
申
候
。（
後
略
）

（
会
田
彦
一
「
柔
道
と
レ
ス
リ
ン
グ
」〔
前
掲
『
オ
リ
ム
ピ
ツ

ク
み
や
げ
―
第
八
回
巴
里
大
会
記
念
』〕）

会
田
は
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
前
の
一
九
二
三
年
六
月

よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
上
流
人
や
著
名
人
を
会
員
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
デ
ュ
フ
ラ
ン
ス
」
や
「
サ
ー
ク
ル
ホ
ッ
シ
ュ
」
か
ら
招
聘

さ
れ
て
パ
リ
に
お
り
、
講
道
館
の
先
輩
で
あ
り
フ
ラ
ン
ス
大
使
館

参
事
官
で
あ
る
杉
村
陽
太
郎
ら
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
パ
リ
で
柔

道
を
教
授
し
、
柔
道
普
及
に
努
め
た
。

そ
の
後
会
田
へ
、
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
教
え
て
い

た
ド
イ
ツ
の
男
爵
ウ
ァ
ー
ル
ワ
ー
ツ
夫
妻
か
ら
ド
イ
ツ
柔
道
の
た

め
指
導
し
て
く
れ
な
い
か
と
の
懇
望
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
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柔
術
ク
ラ
ブ
連
盟
と
シ
ュ
パ
ン
ダ
ウ
の
警
察
学
校
の
正
式
な
招
聘

に
よ
り
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
夏
、
パ
リ
を
後
に
し
て

待
望
の
ベ
ル
リ
ン
に
移
転
。
当
時
は
ベ
ル
リ
ン
市
民
も
熱
烈
な
歓

迎
ぶ
り
で
、
ド
イ
ツ
の
新
聞
で
は
会
田
の
ベ
ル
リ
ン
入
り
を
報

じ
、
柔
道
の
公
演
会
場
に
あ
て
ら
れ
た
大
公
会
堂
は
満
場
立
錐
の

余
地
も
な
い
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ド
イ
ツ
の
報
道
で

は
大
々
的
に
日
本
柔
道
の
真
価
を
賞
賛
し
、
こ
れ
を
機
に
ド
イ
ツ

柔
術
は
講
道
館
柔
道
に
傾
倒
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（
前
掲

「
序
に
か
へ
て
」『
図
解
柔
道
』）。
ド
イ
ツ
で
も
約
二
年
間
柔
道
教

育
に
努
め
た
会
田
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
一
二
月
、
日
本

に
帰
国
し
た
。
渡
欧
し
て
か
ら
約
八
年
間
の
歳
月
を
経
て
い
た
。

帰
国
後
の
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
月
に
は
講
道
館
柔
道
六
段

に
列
さ
れ
て
い
る
。

国
士
舘
と
会
田
の
出
会
い
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
九
年
四
月
に
、
中
等
教
員
の
養
成

を
目
的
と
す
る
国
士
舘
専
門
学
校
が
開
設
さ
れ
る
と
、
講
道
館
の

錚
々
た
る
柔
道
家
が
講
師
陣
に
迎
え
ら
れ
、
嘉
納
治
五
郎
の
高
弟

で
あ
り
講
道
館
四
天
王
と
し
て
知
ら
れ
る
山
下
義
韶
や
飯
塚
國
三

郎
と
と
も
に
会
田
も
柔
道
教
員
に
就
任
し
た
（
厳
密
に
い
え
ば
、

山
下
や
飯
塚
よ
り
や
や
遅
れ
て
就
任
）。
会
田
の
帰
国
時
期
か
ら

推
察
す
る
に
、
国
士
舘
専
門
学
校
が
開
設
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
嘉

納
か
ら
招
聘
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
九
年
一
月
三
〇

日
に
申
請
し
た
国
士
舘
専
門
学
校
設
置
認
可
申
請
書
類
中
の
「
初

年
度
採
用
教
員
予
定
表
」
に
は
、
武
道
（
柔
道
）
の
専
任
教
員
と

し
て
、
山
下
義
韶
、
見
せ
消
ち
さ
れ
た
嘉
納
治
五
郎
の
名
と
、
そ

の
脇
に
嘉
納
の
代
わ
り
に
飯
塚
國
三
郎
が
記
さ
れ
て
い
る
（
同
年

三
月
一
一
日
認
可
）。
余
談
に
な
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
専
門
学

校
開
設
計
画
当
初
、
嘉
納
治
五
郎
が
自
ら
国
士
舘
で
教
授
す
る
予

定
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
（
補
足
だ
が
、
専
門
学
校
設
置
認
可
を

知
ら
せ
る
麻
生
太
吉
宛
て
柴
田
德
次
郎
書
簡
〔
一
九
二
九
年
三
月

九
日
〕
の
中
で
は
、「
主
ナ
ル
教
授
及
名
誉
講
師
」
一
覧
に
嘉
納

治
五
郎
が
「
名
誉
講
師
」
と
し
て
、
山
下
義
韶
と
飯
塚
國
三
郎
は

「
柔
道
教
授
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
）。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で

は
会
田
の
名
前
は
教
員
の
一
覧
に
は
表
れ
ず
、
実
際
に
は
同
年
五

月
一
二
日
の
専
門
学
校
の
教
員
追
加
申
請
で
、
会
田
は
専
門
学
校

武
道
（
柔
道
）
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
（
七
月
八
日
認
可
）。

専
門
学
校
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
中
等
教
員
の
養
成
、
具
体
的
に

は
武
道
の
教
員
養
成
が
目
的
だ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
武
道
教
員
養

成
校
と
い
え
ば
、
会
田
の
出
身
校
で
あ
る
高
等
師
範
学
校
と
大
日

本
武
徳
会
武
道
専
門
学
校
、
国
士
舘
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

国
士
舘
へ
も
全
国
か
ら
生
徒
が
集
結
し
、
会
田
は
そ
の
育
成
指
導

に
あ
た
っ
た
。

会
田
は
国
士
舘
の
ほ
か
に
も
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
四
月
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に
は
法
政
大
学
で
柔
道
講
師
を
兼
任
し
て
い
た
。
ま
た
、
柔
道
指

導
の
傍
ら
、
自
身
は
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
二
月
に
は
講
道

館
柔
道
七
段
に
列
さ
れ
、
同
年
一
一
月
に
は
文
部
省
中
等
全
国
中

等
学
校
教
員
武
道
講
習
会
講
師
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年

一
一
月
に
は
文
部
省
中
等
学
校
教
員
長
期
武
道
講
習
会
講
師
、

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
六
月
に
は
講
道
館
審
議
会
委
員
を
務

め
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
に
は
講
道
館
柔
道
八
段
を

授
与
さ
れ
て
い
る
。

話
が
多
少
そ
れ
る
が
、
こ
こ
で
戦
中
・
戦
後
の
柔
道
教
育
に
つ

い
て
言
及
し
て
お
く
。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
国
家
総
動

員
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
徴
兵
検
査
の
合
格
率
が
年
々
低
下
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
積
極
的
に
青
少
年
の
体
位
を
向
上
さ
せ
国
防

能
力
の
低
下
を
く
い
止
め
る
目
的
で
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）

年
に
厚
生
省
に
よ
り
「
体
力
章
検
定
」
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
れ
は

い
わ
ば
体
力
テ
ス
ト
で
、
一
五
～
二
五
歳
の
男
子
を
対
象
と
し
て

各
学
校
で
代
行
し
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
一
九
四
〇
（
昭

和
一
五
）
年
四
月
の
国
民
体
力
法
に
よ
っ
て
成
文
化
さ
れ
る
。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
は
国
民
学
校
令
に
よ
り
従
来
の

「
体
操
科
」
は
「
体
錬
科
」
に
名
称
を
変
え
、
こ
の
教
材
と
し
て

「
教
練
」「
体
操
」「
武
道
」（
剣
道
、
柔
道
、
銃
剣
道
）
が
課
せ
ら

れ
、
柔
道
と
剣
道
は
偏
る
こ
と
な
く
併
せ
て
行
い
、
武
道
は
常
に

攻
撃
を
主
眼
と
し
て
鍛
錬
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
（
藤
堂
良
明

『
柔
道　

そ
の
歴
史
と
技
法
』
日
本
武
道
館
、
二
〇
一
四
年
三
月

二
〇
日
）。
特
に
柔
道
の
鍛
錬
内
容
は
、
基
本
と
し
て
礼
法
や
当

身
技
が
教
え
ら
れ
、
応
用
と
し
て
極
技
と
投
技
が
あ
っ
た
。
投
技

よ
り
も
当
身
技
が
重
視
さ
れ
た
あ
た
り
、
戦
時
下
に
お
い
て
柔
道

が
実
戦
を
目
的
と
し
た
教
材
に
変
え
ら
れ
た
こ
と
の
証
と
し
て
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
中
等
教
員
養
成
を
主
眼

と
し
て
い
た
国
士
舘
に
お
い
て
も
、
武
道
の
指
導
が
戦
技
と
し
て

よ
り
一
層
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
一
九
四
三
年
三
月
に
は
体
育
局
長
通
牒
で
「
戦
時
学
徒
体
育

訓
練
実
施
要
綱
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
文
部
省
が
学
徒
体
育
訓

練
の
重
点
種
目
を
指
定
し
て
積
極
的
指
導
に
乗
り
出
し
た
も
の

で
、
特
に
男
子
に
あ
っ
て
は
卒
業
後
直
ち
に
軍
人
と
し
て
戦
場
に

赴
く
の
に
必
要
な
資
質
の
育
成
に
努
め
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
訓

練
種
目
は
戦
技
訓
練
・
基
礎
訓
練
・
特
技
訓
練
の
三
種
に
大
別
さ

れ
、
銃
剣
道
は
戦
技
訓
練
、
剣
道
・
柔
道
は
基
礎
訓
練
に
指
定
さ

れ
、
武
道
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
精
神
修
養
よ
り
も
戦
力
増
強
に

利
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
に
終
戦
を
迎
え
る
と
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）
が
先
頭
に
立
ち
、
そ
の
一
部
局
で
あ

る
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
民
間
情
報
局
教
育
部
）
は
、
日
本
の
民
主
化
政
策
の

一
環
と
し
て
武
道
を
軍
事
的
な
技
術
と
み
な
し
、
国
民
に
軍
国
主
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義
を
養
成
す
る
も
の
と
し
て
警
戒
し
た
。
そ
の
結
果
、
文
部
省
は

同
年
一
一
月
に
「
武
道
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
件
」（
発
体
八
〇

号
）
を
通
知
、
学
校
武
道
の
正
課
で
の
取
り
扱
い
だ
け
で
な
く
、

課
外
活
動
ま
で
禁
止
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
校
柔
道
は
剣
道
と

弓
道
同
様
に
禁
止
さ
れ
た
。

国
士
舘
で
は
戦
後
、
文
部
省
の
要
請
を
受
け
て
、
一
九
四
五
年

一
二
月
に
財
団
法
人
国
士
舘
寄
附
行
為
を
変
更
、
法
人
名
を
「
至

徳
学
園
」
へ
と
改
称
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
国
士
舘
専
門
学
校
も

至
徳
専
門
学
校
に
改
称
し
た
。
武
道
の
教
員
養
成
を
目
的
と
し
た

専
門
学
校
で
は
、
学
校
武
道
の
禁
止
を
受
け
て
同
年
三
月
に
剣
道

科
・
柔
道
科
・
弓
道
科
を
廃
止
、
国
語
科
・
地
理
科
・
歴
史
科
を

新
設
し
た
。

柔
道
が
禁
止
さ
れ
た
専
門
学
校
で
、
会
田
は
体
育
の
教
員
と
し

て
指
導
を
行
っ
た
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
一
一
日
の

至
徳
専
門
学
校
学
則
変
更
申
請
書
類
で
の
学
科
課
程
表
に
は
体
育

科
目
と
し
て
「
体
操
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
会
田
の
履
歴
書
（
短

期
大
学
設
置
認
可
申
請
時
）
に
も
本
務
が
「
至
徳
専
門
学
校
教
授

体
育
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
一
九
五
〇

（
昭
和
二
五
）
年
九
月
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
覚
書
「
学
校
柔
道
の
復

活
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
、
漸
く
学
校
柔
道
が
復
活
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（
前
掲
『
柔
道　

そ
の
歴
史
と
技
法
』）。
会
田
の
履
歴
を

1956（昭和 31）年頃　会田彦一と短期大学体育科学生（中列中央が会田彦一）
（『国士舘大学柔道 80年史―国士舘を創った人達と柔道部の歴史』掲載）
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み
る
と
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
経
済
科
（
二
部
）
と
国

文
科
を
擁
す
る
国
士
舘
短
期
大
学
創
設
時
に
は
「
体
育
（
実
技
・

理
論
）」
の
専
任
講
師
、
そ
の
後
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
四

月
の
短
期
大
学
体
育
科
設
置
申
請
の
際
に
「
体
育
方
法
（
柔
道
）」

と
、
よ
う
や
く
「
柔
道
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
頃
に
は

会
田
は
国
士
舘
の
ほ
か
に
法
政
大
学
や
明
治
薬
科
大
学
で
も
柔
道

師
範
と
し
て
指
導
し
、
講
道
館
審
議
委
員
、
講
道
館
国
際
委
員
、

全
日
本
柔
道
連
盟
評
議
員
な
ど
の
要
職
も
務
め
て
い
た
。

一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
に
国
士
舘
大
学
が
創
設
さ
れ
体
育

学
部
が
開
設
す
る
と
、
会
田
は
体
育
学
部
教
授
に
就
任
し
た
。
同

時
に
、
国
士
舘
大
学
柔
道
部
初
代
部
長
と
し
て
も
活
躍
し
、
後
進

の
育
成
に
力
を
注
い
だ
。
同
年
の
五
月
に
は
講
道
館
柔
道
九
段
を

授
与
さ
れ
、
ま
た
、
年
月
は
不
詳
だ
が
勲
三
等
の
叙
勲
を
受
け
て

い
る
。

会
田
は
、
法
人
の
役
員
と
し
て
も
国
士
舘
を
支
え
た
。

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
頃
に
は
法
人
理
事
を
務
め
、
そ
の
後

一
時
理
事
を
離
任
す
る
が
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
三
月

一
四
日
に
再
び
理
事
に
選
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
五
七

（
昭
和
三
二
）
年
九
月
頃
に
は
評
議
員
に
、
一
九
五
九
（
昭
和

三
四
）
年
四
月
頃
に
は
監
事
に
就
任
し
て
い
る
。
一
九
六
六
年
三

月
一
四
日
に
は
監
事
を
辞
任
す
る
も
、
理
事
・
評
議
員
は
亡
く
な

る
ま
で
務
め
た
。

会
田
は
常
に
教
育
現
場
の
一
線
に
立
ち
、
後
進
の
育
成
に
力
を

注
い
で
い
た
が
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
二
月
一
八
日
、
心

臓
麻
痺
の
た
め
世
田
谷
区
豪
徳
寺
の
自
宅
で
急
逝
し
た
。
七
八
歳

で
あ
っ
た
。

会
田
の
人
柄
や
柔
道
に
対
す
る
姿
勢
は
実
直
・
温
厚
篤
実
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
嘉
納
治
五
郎
の
次
男
で
あ
り
、
講
道
館

館
長
を
務
め
た
嘉
納
履
正
は
「
其
技
の
美
し
さ
稽
古
の
優
秀
さ
は

斯
界
の
定
評
の
あ
る
所
」（
嘉
納
履
正
「
序
」〔
前
掲
『
図
解
柔

道
』〕）
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
高
等
師
範
学
校
在

学
当
時
の
師
で
あ
っ
た
講
道
館
十
段
長
岡
秀
一
は
「
在
学
当
時
よ

り
、
鋭
く
き
れ
い
な
技
と
、
真
摯
な
人
格
と
に
よ
つ
て
重
き
を
な

し
（
中
略
）
そ
の
経
歴
よ
り
し
て
も
、
柔
道
指
導
者
著
述
の
適
任

者
あ
り
と
す
れ
ば
、
君
こ
そ
そ
の
人
で
あ
る
」（
永
岡
秀
一
「
序
」

〔
前
掲
『
図
解
柔
道
』〕）
と
し
、
ま
た
、「
知
友
」
で
あ
り
文
部
省

文
部
次
官
を
務
め
た
西
崎
恵
は
「
そ
の
技
の
優
秀
見
事
な
稽
古
振

り
、
人
格
の
温
厚
篤
実
、
柔
道
界
稀
に
見
る
人
物
で
あ
る
」（
西

崎
恵
「
序
」〔
前
掲
『
図
解
柔
道
』〕）
と
し
て
い
る
。

国
士
舘
で
も
教
え
子
か
ら
慕
わ
れ
、
体
育
学
部
一
期
生
の
盛
島

博
は
「
最
初
の
柔
道
の
授
業
で
会
田
先
生
は
『
諸
君
は
将
来
立
派

な
柔
道
教
師
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
正
し
い
姿
勢
で
組
み
、
正
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攻
法
の
柔
道
を
心
が
け
な
さ
い
』
と
訓
辞
（
マ
マ
）さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
は
四
〇
数
年
経
た
今
も
、
あ
り
あ
り
と
身
体
が
覚
え
て
い
ま

す
」（「
国
士
舘
大
学
柔
道
部
時
代
の
思
い
出
」〔
上
野
孫
吉
『
国

士
舘
大
学
柔
道
八
〇
年
史
―
国
士
舘
を
創
っ
た
人
達
と
柔
道
部
の

歴
史
―
』
国
書
刊
行
会
、
平
成
一
一
年
四
月
二
六
日
〕）
と
回
顧

し
、
同
じ
く
一
期
生
の
川
人
芳
正
は
「
嘉
納
先
生
の
直
弟
子
で

あ
っ
た
会
田
彦
一
先
生
は
、
い
つ
も
端
正
に
正
座
さ
れ
、
厳
し
さ

と
慈
愛
に
満
ち
た
姿
で
見
守
っ
て
き

（
マ
マ
）た
だ
き
、
学
生
か
ら
敬
慕

さ
れ
て
い
た
」（「
朝
稽
古
と
寮
生
活
」〔
前
掲
『
国
士
舘
大
学
柔

道
八
〇
年
史
―
国
士
舘
を
創
っ
た
人
達
と
柔
道
部
の
歴
史
―
』〕）

と
会
田
の
印
象
を
振
り
返
っ
て
い
る
。

最
後
ま
で
学
生
と
と
も
に
あ
っ
た
会
田
の
言
葉
に
、
次
の
も
の

が
あ
る
。

私
の
蒔
い
た
種
は
誠
に
取
る
に
足
ら
ぬ
が
、
柔
道
の
強
い
生

命
力
は
必
ず
世
界
各
国
に
開
花
結
実
す
る
事
を
信
じ
（
中

略
）
母
校
の
高
師
や
国
士
館
、
法
政
大
等
に
教
鞭
を
取
つ
て

来
た
の
も
学
生
と
共
に
正
し
い
柔
道
を
培
い
そ
の
発
展
を
祈

る
悲
願
に
外
な
ら
な
い
。（
会
田
彦
一
「
序
に
か
へ
て
」〔
前

掲
『
図
解
柔
道
』〕）

柔
道
を
精
神
修
養
の
手
段
と
捉
え
純
粋
に
柔
道
の
発
展
を
願

う
、
柔
道
の
伝
道
者
・
教
育
者
で
あ
っ
た
会
田
が
築
い
た
国
士
舘

柔
道
は
、
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
発
展
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。


